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誰
だ
っ
た
か
、

「『
呉
越
同
舟
』

と
い
う
言
葉
が

大
好
き
だ
」
と

テ
レ
ビ
で
言
っ
て
い
た
。
協

会
も
会
員
数
が
３
９
０
０
人

に
迫
り
、
乗
員
が
多
く
な

り
、好
き
嫌
い
は
別
で
、そ
ん

な
観
を
呈
し
て
き
て
い
る
。

　

家
庭
と
い
う
小
舟
も
同
様

に
見
え
る
。
私
は
「
暮
ら
し

は
低
く
、思
い
は
高
く
」生
き

て
き
た
つ
も
り
だ
が
、
家
族

は
別
の
夢
を
抱
き
、
私
と
は

逆
の
志
向
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

幸
い
私
が
自
分
の
価
値
観

を
人
に
押
し
付
け
る
の
を
嫌

う
タ
イ
プ
だ
っ
た
か
ら
、
誰

も
下
船
し
な
か
っ
た
。

　

協
会
会
員
は
医
療
・
福
祉

印
の
船
の
乗
客
だ
か
ら
、
呉

も
越
も
仲
良
く
や
っ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
あ
る
い
は
我
慢

を
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
。

　

元
来
、
人
間
は
排
他
的
な

も
の
で
、
キ
リ
ス
ト
原
理
主

義
と
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
に

見
ら
れ
る
宗
教
対
立
が
そ
の

最
た
る
例
だ
。

　

音
楽
は
人
類
の
共
通
言
語

で
、
こ
の
排
他
性
を
乗
り
越

え
ら
れ
そ
う
だ
が
、
果
た
し

て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
ほ
か
を

無
視
し
た
り
、
自
分
を
我
慢

で
抑
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、

我
慢
こ
そ
人
間
の
美
徳
だ
ろ

う
。　紙面へのご意見や感想、投稿記

事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

　

民
主
・
自
民
・
公
明
３
党

が
決
め
た
消
費
増
税
は
、
歯

科
医
療
機
関
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
。
診
療
報
酬
は
非

課
税
の
た
め
、
医
療
機
器
や

歯
科
材
料
に
か
か
る
消
費
税

は
「
損
税
」
と
し
て
、
す
べ

て
医
院
の
持
ち
出
し
に
な

る
。

　

日
本
歯
科
医
師
会
は
、
税

率
５
％
で
一
医
院
当
た
り
の

　

消
費
税
の
「
損
税
」
問
題

を
解
消
す
る
た
め
に
、
協
会

や
保
団
連
は
医
療
へ
の
「
ゼ

ロ
税
率
」
の
適
用
を
求
め
て

い
る
。「
ゼ
ロ
税
率
」
が
実

現
す
れ
ば
、
仕
入
れ
に
か
か

っ
た
消
費
税
分
は
国
か
ら
全

額
還
付
さ
れ
、「
損
税
」
は

発
生
し
な
い
。

　

一
方
、
日
本
医
師
会
と
四

病
院
団
体
協
議
会
が
「
ゼ
ロ

税
率
」
と
共
に
要
求
し
て
い

る
「
軽
減
税
率
」
は
、
税
率

が
10
％
に
な
っ
た
場
合
、
医

療
の
税
率
は
５
％
や
７
％
に

　

大
阪
府
は
、「
財
政
構
造

改
革
プ
ラ
ン
」
で
、
こ
れ
ま

で
５
年
間
支
出
し
て
き
た
千

里
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助

金
（
支
援
事
業
・
年
３
億
５

千
万
円
）
を
廃
止
し
ま
し

た
。
府
立
泉
州
救
急
セ
ン
タ

ー
を
２
０
１
３
年
度
か
ら
、

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
（
旧
市
立
泉
佐
野
病
院
）

に
移
管
・
統
合
す
る
こ
と

や
、
府
立
中
河
内
救
急
セ
ン

タ
ー
の
運
営
形
態
の
見
直
し

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
阪
府
の
動
き
に
対

し
て
、
各
救
急
セ
ン
タ
ー
の

地
元
や
三
島
救
急
セ
ン
タ
ー

の
地
元
で
も
、
大
阪
府
は
救

急
医
療
そ
の
も
の
か
ら
撤
退

す
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
第
三
次
救
急
医
療
」
は
、

保
健
医
療
計
画
に
あ
る
大
阪

府
の
事
業
で
あ
り
、
補
助
金

の
削
減
や
移
管
・
統
合
は
府

と
し
て
の
責
任
放
棄
に
つ
な

が
る
も
の
で
す
。
救
急
セ
ン

タ
ー
は
「
い
の
ち
」
の
最
後

の
砦
で
す
。
大
阪
府
と
し
て

府
民
の
命
に
責
任
を
果
た
す

よ
う
求
め
ま
す
の
で
、
会
員

・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
・
患
者

の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
請
願
項
目
】

①�

大
阪
府
は
第
三
次
救
急
医

「
損
税
」
額
は
年
間
39
万
円

と
試
算
し
て
お
り
、
10
％
に

な
れ
ば
78
万
円
に
倍
増
す

る
。
医
院
経
営
を
圧
迫
す
る

こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。

　

消
費
増
税
で
国
民
生
活
が

悪
化
す
れ
ば
、
受
診
抑
制
に

拍
車
が
か
か
り
、
治
療
中
断

や
未
受
診
が
さ
ら
に
増
加
す

る
。「
損
税
」
と
患
者
数
の

減
少
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
、

歯
科
医
療
危
機
が
加
速
す
る

こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
。

引
き
下
げ
る
仕
組
み
だ
。
仕

入
れ
に
か
か
る
消
費
税
は
、

窓
口
で
患
者
か
ら
預
っ
た
消

費
税
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
医
院
の
持
ち
出

し
は
な
く
な
る
。
し
か
し
、

「
損
税
」
は
解
消
し
て
も
、

患
者
に
し
て
み
れ
ば
「
保
険

診
療
に
も
消
費
税
が
か
か

　

消
費
増
税
に
よ
る
国
民
生

活
へ
の
打
撃
は
深
刻
だ
。
大

和
総
研
の
試
算
で
は
、
税
率

を
10
％
に
引
き
上
げ
た
場

合
、
年
収
５
０
０
万
円
の
４

人
世
帯
で
年
間
約
16
万
７
千

円
の
増
税
に
な
る
。
子
ど
も

手
当
の
削
減
や
年
少
扶
養
控

除
の
廃
止
、
厚
生
年
金
保
険

料
の
引
き
上
げ
な
ど
を
合
わ

せ
る
と
、
年
間
約
34
万
円
の

負
担
増
だ
。

　

約
１
カ
月
分
の
給
与
が
吹

き
飛
べ
ば
、
生
活
を
守
る
た

め
に
家
計
は
節
約
に
向
か

う
。
家
計
消
費
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）
の
６
割
を

占
め
る
。
み
ず
ほ
総
研
は
税

率
10
％
で
デ
フ
レ
が
進
行

し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２
・
36
㌽
下

落
す
る
と
試
算
し
て
い
る
。

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
は
４
日
、
加
盟

団
体
の
関
西
共
同
印
刷
所
で

無
料
の
歯
科
健
診
と
健
康
教

室
を
実
施
し
た
（
写
真
）。

山
上
紘
志
副
理
事
長
が
出
務

し
、
55
人
が
受
診
し
た
。
健

康
教
室
に
は
、
約
60
人
の
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
療
機
関
の
Ｈ
Ｐ

掲
載
指
針
を
通
知

厚
労
省

　

厚
生
労
働
省
は
、「
医
療

機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内

容
の
適
切
な
あ
り
方
に
関
す

る
指
針
」
を
９
月
28
日
公
表

し
、
各
都
道
府
県
知
事
に
通

知
し
た
。

　

指
針
は
、
自
由
診
療
を
行

う
医
療
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報

を
契
機
と
し
て
発
生
す
る
ト

ラ
ブ
ル
を
踏
ま
え
て
、
関
係

団
体
な
ど
に
よ
る
自
主
的
な

取
り
組
み
を
促
す
も
の
で
、

医
療
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
対
す
る
も
の
と
し
て
は
初

め
て
。

　

掲
載
す
べ
き
で
な
い
事
項

と
し
て
は
、
▽
加
工
・
修
正

し
た
術
前
術
後
の
写
真
等
の

掲
載
▽
当
院
で
は
絶
対
安
全

な
手
術
を
提
供
し
て
い
ま
す

▽
○
％
の
満
足
度
―
―
な
ど

を
提
示
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
厚
労

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.mhlw.go.jp/
stf/houdou/2r9852000002
kr43.html

）、
ま
た
は
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
る
。

業
員
が
参
加
し
た
。

　

同
印
刷
所
で
の
健
診
は
昨

年
に
引
き
続
き
２
度
目
。
山

上
副
理
事
長
は
一
人
ひ
と
り

の
悩
み
や
質
問
に
答
え
な
が

ら
、
口
腔
状
態
を
て
い
ね
い

に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

　

受
診
者
か
ら
は
「
昨
年
の

健
診
の
際
に
指
摘
さ
れ
歯
科

医
院
を
受
診
し
た
お
か
げ

で
、
今
年
は
良
好
な
結
果
だ

っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

日
本
経
済
が
衰
退
す
れ
ば
、

税
収
そ
の
も
の
が
減
少
す
る

こ
と
に
な
る
。

�

（
２
面
に
つ
づ
く
）

る
」
と
い
う
新
た
な
問
題
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
。

　

患
者
負
担
な
く
還
付
で

「
損
税
」
を
解
消
で
き
る

「
ゼ
ロ
税
率
」
の
実
現
と
共

に
、
消
費
増
税
の
撤
回
を
求

め
て
医
療
界
や
国
民
が
一
体

と
な
っ
て
声
を
上
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
。

　

消
費
増
税
が
社
会
保
障
の
拡
充
に
つ
な
が
ら
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
な
か
、
増
税
撤
回
を
求
め
る
声
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
景
気
後
退
や
「
損
税
」、
患
者

数
の
減
少
を
引
き
起
こ
す
消
費
増
税
の
行
方
に
つ
い

て
、
冨
本
昌
之
経
税
部
長
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

大
阪
府
が
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
補
助
打
ち
切
り
や
、
移
管
・
統
合
を
示
し
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
協
会
は
三
次
救
急
医
療
を
守
り
、
拡
充
さ
せ
る
た
め
に
請
願
署
名
に

取
り
組
む
。
署
名
は
、
医
療
従
事
者
や
地
域
の
労
働
組
合
な
ど
で
つ
く
る
大
阪
医
療
問
題

連
絡
会
が
20
万
筆
を
目
標
に
集
め
て
い
る
。
署
名
用
紙
は
今
号
に
同
封
し
、
11
月
末
を
目

途
に
集
約
す
る
。
小
澤
力
理
事
長
が
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

療
に
責
任
を
持
つ
こ
と

②�
大
阪
府
は
救
命
救
急
医
療

へ
の
補
助
金
の
廃
止
・
削

減
を
行
わ
ず
拡
充
す
る
こ

と
。
ま
た
、
千
里
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
金

を
復
活
す
る
こ
と

③�

大
阪
府
は
二
次
医
療
圏
ご

と
に
医
師
・
看
護
師
確
保

の
具
体
策
を
講
ず
る
こ
と

患
者
負
担
な
く「
損
税
」解
消

１
カ
月
分
の
給
与
吹
き
飛
ぶ

命
の
最
後
の
砦

理
事
長
・
小
澤
力

増
税
で
歯
科
医
療
危
機
加
速

中
止・撤
回
と
ゼ
ロ
税
率
求
め
る

〝救急医療守れ〟
府の改悪撤回求め署名

今号にチラシ（下）と署名用紙を同封

事
業
所
で
無
料
歯
科
健
診

〝受診のきっかけになった〟

今
号
に
案
内
チ
ラ
シ
同
封

保険でよい歯科医療を大阪連絡会

市
民
講
座 11月４日（日）午後２時～４時

「口は命の入り口、　　
　　　　　　心の出口」

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会

消
費
増
税
の
行
方
と「
損
税
」

冨
本
昌
之
経
税
部
長
に
聞
く
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